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①

ﾎーﾑページの開設費用

Q:当社は、製品のPRのため業者へ委託

して、ホームページを開設することにしまし

た。この開設費用の処理を教えてください。

ヱヘ：①繰延資産として償却する方法、②広

告宣伝費等として一括損金算入する方法、

③減価償却資産として減価償却する方法の3

つが考えられますが、インターネットが企業

等に利用されるようになってから日が浅いた

め、いずれの処理が適正であるのか明らかに

なるまで、もうしばらく時間を要することに

なると思われます。

【解説】

ホームページについては、基本的に一旦作

成すれば半永久的に有効なため、税務上「繰
延資産」として、ソフトウェアの開発費用に

準じて5年で償却することも考えられます。

しかし、ソフトウェアについては、将来に

効果の及ぶ期間が比較的明確なのに対し、ホ
ームページについては、その宣伝効果等が一

体いつまで持続するのか極めて不明確であり、

5年間もの間更新しないケースはまず考えら

れません。そこでホームページの製作費用は、

繰延資産ではなく、「広告宣伝費等」として

一括損金算入することも考えられます。

また、コマーシャルフィルムの製作費につ

いては、減価償却資産として2年で償却され

ています。そこで、ホームページについても

フロッピーによる保存が可能なことから 、

｢磁気テープ」として2年で減価償却するこ

とも考えられることになります。
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